
「 やわらかな心を 」 

 

校長 佐藤 貴雄  
 
 現代は先行き不透明な時代とも言われており、英語の頭文字をとって「VUCA時代」

と呼ぶそうです。この言葉の由来は英単語の頭文字からくるもので、それぞれ「変動性」

「不確実性」「複雑性」「曖昧性」を表し、将来の予測が極めて困難な現代社会を指す言

葉として生まれました。特徴としましては、AI 技術の進化やパンデミック、あるいは

異常気象などの激しい環境下で従来の成功体験や固定概念が通用しない時代だそうで

す。確かに実感として「変わったな」と感じることは多々ありますし、「前とは違う…」

ことも多々あるように思います。 

 「見通し」という言葉があります。これは人が本能的に不確実性を怖がるために安全

と安心を確保しようとするために見通しを持ちたがるそうです。ゴールが見えているの

で効率的なアプローチができたり納得感が得られたりする場合もあるそうです。しか

し、上記したように今は「VUCA時代」と言われ非常に見通しが持ちにくい状況になっ

ています。私もよく「見通しが…」という言葉を聞きますが、不確実な見通し程、危険

なものはありませんし、ことわざにもある「捕らぬ狸の皮算用」のようには、なっては

いけないと思います。 

 そんな今だからこそ、覚えておいてほしい考え方があります。一つ目は「OODAルー

プ思考」というものです。これは「みる」「わかる」「決める」「動く」の英語の頭文字

をとって名付けられた考え方です。現状を見て即座に対応・改善を繰り返していく考え

方で、トラブルの対応や先が見えない時の対応に非常に効果的です。二つ目は「柔軟性

と臨機応変な行動」です。従来の計画に縛られず、変化に即座に適応することです。こ

の二つの考え方、共に一つの共通点があります。「現状をしっかりと把握すること」と

「必要以上に先を決めない」ということです。変化の激しい時期だからこそ必要な考え

方だと思います。生徒の皆さんにはぜひ、この二つの考え方を学び変化に強い「やわら

かな心」を育んでほしい、そう切に思います。 

 この育んでほしい「やわらかな心」にはもう一つの意味があります。それは、他の人

に対しての「やわらかな心」です。やわらかい心で相手のことを思い、考え、想像して

接してほしい、そういう願いも込められています。昨今 SNS での誹謗中傷など、人と

の関わりが大きな課題として社会問題にもなっています。そんな時代だからこそ、人と

の関わり、ぜひ「やわらかい心」を意識してください。 

 令和７年度も本当に様々なことがありました。これから先もきっと、変化の大きい時

代になっていくことと思います。そんな社会で生きていく生徒の皆さんに今年度最後の

想いとしてお伝えしました。ぜひ次年度、時々で構いませんので気にして学校生活を過

ごしてくれると嬉しいです。 
  
保護者の皆様には、今年度の本校の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜りました

ことを、心より感謝申し上げます。次年度におかれましても、ご協力をよろしくお願い

いたします。 
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 ３月５日（木）、なごり雪がちらつく中、令和７年度第 11回北海道中札内高等養護学校幕

別分校卒業証書授与式を挙行いたしました。12名の卒業生は、天候の不安を打ち消すような

晴れやかな笑顔でこの日を迎え、お互いの門出を祝福しました。 

 卒業式では、12名全員が胸を張って登壇し、校長から卒業証書を受け取りました。凜とし

て式に臨む姿からは、仲間と共に歩んできた３年間の努力と確かな成長が感じられました。

また、在校生代表による送辞や、卒業生代表による答辞には、この学校で過ごした仲間との

絆の深まりが滲み出ており、温かい言葉の一つ一つに、心を打たれました。 

退場では、卒業生から学級担任へ、感謝の言葉を送る場面がありました。お世話になった

先生へ、12名で話し合って準備を進めたサプライズ企画で、チームワークを大切にしてきた

この学年らしさに溢れた、とても感動的な巣立ちとなりました。 

12名の卒業生は、この学校で培った経験と仲間との大切な思い出を胸に、新たな道へ進み

ます。これからもそれぞれの場所で、それぞれの歩調で、前進されることを願っています。 

教職員一同、皆さんが自分の良さを発揮し、夢や目標に向かって活躍されることを心から

応援しています。また、保護者の皆様におかれましても、これまでのご理解とご協力に心よ

り感謝いたします。最後になりますが、改めまして、皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 

卒業式担当 

 第一印象は「クールな学級」だった２組もそれぞれの個性が光り、協力し合

える学級になっていたと思います。この３年間、色々なことをチャレンジした

り、学んだりしてきたことは、みなさんの経験値として積み重なり、確実に自

分自身の力となっています。みなさんの成長をほほえましく見ながら、私自身

もみなさんからたくさん学ぶことができました。 

 ４月からは自分たちで決めた進路にそれぞれ進んでいきます。社会に出ると

いうことは楽しいことばかりではありません。学生のときには無かった社会人、

そして成人だからこその「責任感」を背負っていくことになります。このプレ

ッシャーに負けず、この学校で学んできたことを生かし、前向きな気持ちで過

ごしてほしいです。みなさんそれぞれの良さを伸ばしてこれからも成長し続け

てくれることを期待しています。 

 最後になりますが、高校生活という貴重な時間の中の２年間、担任としてみ

なさんとたくさん関わることができたことを感謝しています。２組のみなさん、

卒業おめでとう！ 

３年２組担任 

３年生のみなさん、保護者のみなさんご卒業おめでとうございます。2年 11

か月の担任でしたが、色々とご協力いただきありがとうございました。今と３

年前の写真を見比べると本当に幼い表情で写っています。それから３年、卒業

生は学校祭や実習など日頃の成果を発揮しようと全力で取り組み結果を出し、

生徒それぞれが、心も体も大きく成長しました。 

３年生は、18 歳で成人となり４月からは社会人です。これからも夢と希望

をもち続け、生涯学習というように「いつでも、どこでも、だれとでも」、なん

でもできるように豊かな人生を送るために成長し活躍されることを期待してい

ます。 

 人生 100年と言われ、幕別分校での学校生活はわずか３年でしたが、学んだ

ことを実践できることが大切です。チャンスを掴み何事にも挑戦して欲しいで

す。 

３年１組担任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業にあたって 



 

２組では担任が変わり、さまざまな変化のある一年でしたが前向きに、共に一生懸命歩み続けて

くれました。２年生は特に行事が多く、学校行事に加えて、二度の現場実習やデュアル実習、見学

旅行などてんてこ舞いになりながらも充実した日々を過ごしました。気がつけば一年はあっという

間でしたが、その中で一人一人が自分の進路や課題と真剣に向き合い、「自分で決める」という決

断を重ねてきた一年でもありました。 

４月からいよいよ３年生です。９月には前提実習という就職試験を控えています。これまで先輩

の姿から学んできたように、今度は良き手本として後輩を導き、自らの進路実現に向けて「でき

た！」を積み重ねて成長していく姿を期待しています。 

２年２組担任  

毎日が強烈な個性のぶつかり合い、一人ひとりの性格が全く異なる２組男子８人。初めは周囲と

うまくコミュニケーションが取れずに、悩んだ人もいたことでしょう。しかし、学校生活を通じて

だんだんとお互いの違いを認め、相手の良さを発見することができるようになってきました。どの

ような場でも自分の良さを発揮し、発言できるところは素晴らしいところです。２年生になると周

囲から求められることも変わります。これまで先輩から教えてもらったことを、次は後輩に教えて

いく立場になります。また、自分の進路についても真剣に向き合わなければなりません。実習や行

事で、おそらくとても忙しそうです。でも、皆さんならきっと大丈夫。「一歩を踏み出す勇気」を

もって、自分らしく、２年生になっても活躍してくれることを楽しみにしています。 

１年２組担任  

幕別分校では「３年間で一番忙しい学年だ」と言われている２学年。絶え間なく続く学校行事や

実習、受注作業に追われながらも、無事に１年間を終えることができました。 

２学年は、実習や見学旅行の他にも、学校以外の場所で学習する機会が多くありました。そこで

様々な体験をし、多くの人と出会い一緒に活動する経験を通して、生徒達はたくましく、頼もしく

成長していったように思います。また、自分の長所や課題も明確になり、進路について真剣に考え

ることができました。 

４月からは最上級生となります。後輩達の模範となり、幕別分校を引っ張っていく存在になれる

よう、更なる成長を期待しています。また、希望の進路を実現するため、それぞれが前向きに努力

し、挑戦を続けてほしいと心から願っています。卒業まで残り１年。２年１組の皆さんならきっと

できると信じています。 

２年１組担任 

授業の教室を探し、広い校舎の中を何度も行ったり来たりしていた入学当初の姿を懐かしく思い

ます。１人ずつ忘れものを取りに戻るため、なかなか授業を始められないことも…話し合い活動で

は、自分の意見はしっかり出せるのですが、まとめていくことが難しく、熱い思いに溢れすぎてい

る学級目標ができました。 

そんなみなさんも、今では自分で掲示板を確認して、始業時間に間に合うように行動し、必要な

ものを持ったか、お互いに声を掛け合えるようになりました。それぞれの個性を認め合いながら、

学校祭や宿泊研修などの大きな行事も成功させることができました。 

春から２年生。今「できる」ことは、いつでもどこでも「当たり前にできる」ようにしていきた

いですね。また、苦手なことには、どのような工夫や周りからのサポートがあれば付き合えるか考

えながら、自分の他の強みでカバーしていけると良いなと思います。まだまだ秘められているみな

さんの才能が、これからどのように開花していくか楽しみです。 

１年１組担任 

１年を振り返って 


